
　当社は創立以来、プロ用作業工具メーカーとして全てのボル
ト締結に最適な手段の提供を目指し、様々な製品を提供して
まいりました。中でもソケットレンチは当社の主力製品として
国内のみならず、世界中でもご使用いただいており、これまで
多くの信頼と実績を積み重ねております。
　また、創業以来積み重ねてきた締結に関する技術は、世界ト
ップシェアを誇るシヤーレンチを筆頭に、様々な締付力管理機
器やボルト締結機器に活かされております。
　このようにプロ用作業工具から締付力管理機器、ボルト締結
機器へとフィールドを広げ、三つの分野を融合、発展させるこ
とにより、「ボルト締結に関する製品とサービスを提供する企業

（ボルティング・ソリューション・カンパニー：BSC）」の実現を
目指してまいります。
　ボルティング・ソリューションで未来の礎を築く、TONEの
進化にご期待ください。

　この度、新たに大阪府河内長野市に、組立、セット組み、検
査、品質保証、生産管理、技術、工具開発・設計、機器開発・
設計、製品企画、営業企画、修理、物流の各機能を集約した完
成品工場が完成し、平成24年6月より本格稼動いたしました。
　この工場により、品質向上、納期短縮と効率化によるコスト
削減を達成するとともに、スピード感、一体感のある製品開発
体制を構築し、お客様に満足していただける体制を整えてまい
ります。

TONEのボルティング・ソリューション～あらゆるボルト締結課題にお応えします～

完成品組立の新工場（河内長野工場）が完成

事業紹介

■トルクレンチ

■電動パワーデジトルク

■シヤーレンチ

海 外 へ の 展 開

ア ジ ア … 中国・韓国・台湾
タイ・シンガポール・インドネシア

北 米・ 南 米 … アメリカ・カナダ・チリ・ペルー
欧 州 … イギリス・フランス
そ の 他 … インド・中近東

TONEの製品は世界中のプロフェッショナルに
ご愛用いただいております。今後も「ボルティ
ング・ソリューション」の精神に基づき、先進の
ものづくりで多様な顧客要望を採り入れた製品
の提供に努め、プロの使い手だからこそわかる
世界基準、TONEブランドのクオリティを基に、
発展著しいアジアをはじめ、北米・南米、欧州
への積極的な海外展開を図ってまいります。

アジア
55.3%

北米・南米
36.9%

その他
3.5%欧州

4.3%

事 業 年 度 毎年6月1日から翌年5月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年8月

基 準 日 定時株主総会の議決権    ５月31日
期     末     配     当     ５月31日
中     間     配     当   11月30日

単 元 株 式 数 1,000株

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社 

同 事 務 取 扱 場 所 〒 541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
ＴＥＬ 0120-094-777（通話料無料）

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

各 種 お 問 合 せ 先
郵 便 物 送 付 先

三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒 541-8583大阪市中央区北浜二丁目４番６号
ＴＥＬ 0120-255-100（通話料無料）
ホームページ　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

公 告 方 法 電子公告
http://www.tonetool.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたし
ます。

上 場 証 券 取 引 所 大阪証券取引所　市場第二部

証 券 コ ー ド 5967

(ご注意)
１.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口

座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人 
(三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意くだ
さい。

２.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行株式会社が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱UFJ信託銀行株式会社）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行株式会社全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社本支店でお支払
いいたします。

トピックス 株主メモ

〒537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号

この報告書に関するお問合せは下記までお願いします。
管理部 TEL.06-6973-9744   
http://www.tonetool.co.jp/

第77期　報　告　書
平成23年6月1日から平成24年5月31日まで　証券コード：５９６７

株主の皆様へ

■ソケットレンチ

「世界はクルマで変え
られる。」をテーマのもと、

「第42回東京モーターシ
ョー2011」が2011年
12月2日～12月11日の
10日間、東京ビッグサ
イトで開催されました。

当社のブースでは、ガ
レージをイメージにした演出でブース内に新製品などを実際に
触って体験していただけるコーナーを設け、大勢のお客様から
予想以上の反響がありました。

橋梁工事での狭隘部にあるトルシアボ
ルトの予備締めに最適なコーナー型シン
プルトルコンをリリース。

標準機では使えない狭い箇所の締付に
対応。また、設定値に達するとレンチは
自動停止するので、作業者に依存するこ
となく、安定かつクオリティの高い締付
が可能となりました。

■ 「第42回東京モーターショー2011」に出展

■ 首振クイックラチェットめがねレンチ
■ 両首振ラチェットめがねレンチ

■ コーナー型シンプルトルコン

Exhibition

New Product

首振ラチェットめがねレン
チRMFシリーズとRMQシリー
ズの融合により生まれた新製
品をリリース。一目でTONE
だとわかる滑らかな曲線デザ
インと美しい梨地仕上げを採
用、プロ基準のスタイルに上
質なデザインを融合し、プロ
使用からガレージライフまで、
オールラウンドでの使用に対
応しており、高い評価をいた
だいております。
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にも支えられ、14億5千5百万円
（前連結会計年度比9.7％増）とな
りました。

今後の見通しにつきましては、
わが国経済は、震災後の復興関連
需要により景気回復が期待されま
すが、一方で円高の恒常化、長期
化する国内株価の低迷や欧州債務
危機などの懸念要素も多く、先行
き不透明な状況が続くものと思わ
れます。

当社グループといたしましては、
広く顧客要望を先取りした新製品
開発をすすめ、市場投入を図って
まいりますとともに、競争優位性

の高い高付加価値製品群の拡販に加え徹底した製造コスト削減を図
り、利益拡大に努めてまいります。

また一方では、中長期的な経営戦略として、「生産力の強化」、「販
売力の強化」、「開発力の強化」、「品質力の強化」、「人財の育成」、「財
務体質の強化」や「情報システムの強化」を重視事項として掲げ、
全社一丸（ALL TONE）となって取り組み、さらなる経営体質の改
善・強化に取り組み、経営安定を図ってまいるとともに、コンプラ
イアンス意識の向上、法令・社内規則の遵守ならびに適切な経営判
断を行える体制を構築し、リスク管理を行い安定的な発展に努めて
まいる所存でございます。

現時点における通期の業績見通しといたしましては、連結売上高
42億円、経常利益4億円とし、当期純利益につきましては、2億6
千万円を見込んでおります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。

平成24年8月

株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社グループはこのたび第77期（平成23年6月1日から平

成24年5月31日まで）決算を終了いたしましたので、ここに事業の
概要をご報告申し上げます。

当連結会計年度におけるわが国経済は、震災後の復興関連需要
により生産活動が活発化するなど緩やかながらも持ち直しの動きが
見られましたが、しかし一方では、恒常的となった円高、株価の低
迷、欧州の財政危機による世界景気の減速やタイの水害による生産
活動への影響などにより、日本経済を取り巻く外部環境は依然とし
て不透明な状況で推移いたしました。

このような経済状況のもと、当社グループは、「ボルト締結分野」
での競争優位性を支える開発力・技術力・品質力の強化、「締結」
に関する課題解決を通じて「信頼」「安心」「快適」を提供できる技
術サポート体制の強化をすすめ、各取引先への積極的な提案営業活
動を展開し、内外市場の販路開拓に努め、TONEブランドの価値を
実感していただける製品・サービスを提供してまいりました。

その結果、当連結会計年度における売上高は38億7千2百万円
（前連結会計年度比11.2％増）となりました。

損益面につきましては、売上高の増加を主因に改善することがで
き、高採算品目の拡販やあらゆる諸経費削減等に鋭意努力した結
果、営業利益は3億8千4百万円（前連結会計年度比45.9％増）、
経常利益は4億1百万円（前連結会計年度比40.1％増）となりまし
た。

しかしながら、当期純利益は特別損失として、投資有価証券評価
損1億4百万円を計上したことにより、2億6千4百万円（前連結会計
年度比47.0％増）となりました。

部門別に見ますと、次のとおりであります。
作業工具類におきましては、改善の広がりを見せる設備投資等を

背景に、「プロ用工具」としてご愛顧いただける新製品群の投入に
加え、「締付力管理分野」での高付加価値製品群の販売・拡充を懸
命に推し進めた結果、24億1千6百万円（前連結会計年度比12.2％
増）となりました。

機器類におきましては、建設関連における回復の動きは依然とし
て弱いながらも、海外市場では引き続き好調な東南アジア向け輸出

株主の皆様へ
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3,872
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47 4.68

25.94264

通期 第2四半期累計

売上高 当期純利益 1株当たり当期純利益

科　目
当　期

［平成23年6月  1日から］平成24年5月31日まで

前　期
［平成22年6月  1日から］平成23年5月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 306,163 272,183

投資活動によるキャッシュ・フロー △355,562 △326,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,066 85,089

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △71,465 31,272

現金及び現金同等物の期首残高 261,646 230,373

現金及び現金同等物の当期末残高 190,181 261,646

科　目 当　期　末
（平成24年5月31日現在）

前　期　末
（平成23年5月31日現在）

資産の部

流動資産 2,631,028 2,562,086

固定資産 2,454,320 2,117,161

　有形固定資産 1,476,919 1,007,811

　無形固定資産 112,687 60,741

　投資その他の資産 864,713 1,048,608

資産の部合計 5,085,349 4,679,247

負債の部

流動負債 2,028,870 2,111,896

固定負債 1,204,467 938,698

負債の部合計 3,233,337 3,050,595

純資産の部

株主資本 1,883,505 1,701,548

　資本金 605,000 605,000

　資本剰余金 163,380 163,380

　利益剰余金 1,518,365 1,335,687

　自己株式 △403,240 △402,519

その他の包括利益累計額 △31,494 △72,896

　その他有価証券評価差額金 △31,494 △72,896

純資産の部合計 1,852,011 1,628,652

負債及び純資産の部合計 5,085,349 4,679,247

科　目
当　期

［平成23年6月  1日から］平成24年5月31日まで

前　期
［平成22年6月  1日から］平成23年5月31日まで

売上高 3,872,252 3,481,654

　売上原価 2,441,483 2,197,601

売上総利益 1,430,769 1,284,052

　販売費及び一般管理費 1,045,865 1,020,301

営業利益 384,903 263,750

　営業外収益 34,583 40,137

　営業外費用 18,101 17,482

経常利益 401,385 286,405

　特別損失 122,008 103,498

税金等調整前当期純利益 279,377 182,907

法人税、住民税及び事業税 15,223 3,153

少数株主損益調整前当期純利益 264,153 179,753

当期純利益 264,153 179,753

連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

連結財務諸表

取 締 役 社 長 佐　藤　憲　史

常 務 取 締 役 松　村　昌　造

取 締 役 矢　野   大司郎

常 勤 監 査 役 池　田　澄　朗

社 外 監 査 役 山　上　和　則

社 外 監 査 役 滝　川　雄　吉

商 号 前田金属工業株式会社
Maeda Metal Industries,Ltd.

創 業 大正14年１月

創 立 昭和13年８月６日

組 織 変 更 昭和24年７月27日

資 本 金 605,000,000円

従 業 員 数 連結　133名（平成24年5月31日現在）

役　員（平成24年5月31日現在）

事　業　所（平成24年8月1日現在）

本 社 〒 537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号
TEL（06）6976-5561

河内長野工場 〒 586-0026　河内長野市寿町6番25号
TEL（0721）56-8721

富田林工場 〒 584-0023　富田林市若松町東三丁目3番6号
TEL（0721）25-9605

国 内 営 業 部

札幌営業所 〒 007-0840　札幌市東区北40条東十九丁目2番12号
TEL（011）782-4544

仙台営業所 〒 984-0037　仙台市若林区蒲町字原田南32番1号
TEL（022）282-2161

新潟営業所 〒 955-0056　三条市嘉坪川一丁目2番29号
TEL（0256）36-6875

東京営業所 〒 150-0013　東京都渋谷区恵比寿二丁目27番24号
TEL（03）3446-3911

名古屋営業所 〒 464-0850　名古屋市千種区今池二丁目2番36号
TEL（052）741-0043

大阪営業所 〒 537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号
TEL（06）6973-9737

広島営業所 〒 731-0111　広島市安佐南区東野一丁目18番21号
TEL（082）832-3171

福岡営業所 〒 812-0893　福岡市博多区那珂三丁目27番17号
TEL（092）411-7125

海 外 部 〒 537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号
TEL（06）6976-5567

会社の概要

ホームページのご紹介

当社ホームページでは､ 新製品･展示会などの情報を掲載しています｡
是非ご覧いただき､ 皆様のご意見･ご要望をお聞かせください｡

http://www.tonetool.co.jp/
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にも支えられ、14億5千5百万円
（前連結会計年度比9.7％増）とな
りました。

今後の見通しにつきましては、
わが国経済は、震災後の復興関連
需要により景気回復が期待されま
すが、一方で円高の恒常化、長期
化する国内株価の低迷や欧州債務
危機などの懸念要素も多く、先行
き不透明な状況が続くものと思わ
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当社グループといたしましては、
広く顧客要望を先取りした新製品
開発をすすめ、市場投入を図って
まいりますとともに、競争優位性

の高い高付加価値製品群の拡販に加え徹底した製造コスト削減を図
り、利益拡大に努めてまいります。

また一方では、中長期的な経営戦略として、「生産力の強化」、「販
売力の強化」、「開発力の強化」、「品質力の強化」、「人財の育成」、「財
務体質の強化」や「情報システムの強化」を重視事項として掲げ、
全社一丸（ALL TONE）となって取り組み、さらなる経営体質の改
善・強化に取り組み、経営安定を図ってまいるとともに、コンプラ
イアンス意識の向上、法令・社内規則の遵守ならびに適切な経営判
断を行える体制を構築し、リスク管理を行い安定的な発展に努めて
まいる所存でございます。

現時点における通期の業績見通しといたしましては、連結売上高
42億円、経常利益4億円とし、当期純利益につきましては、2億6
千万円を見込んでおります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。

平成24年8月

株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社グループはこのたび第77期（平成23年6月1日から平

成24年5月31日まで）決算を終了いたしましたので、ここに事業の
概要をご報告申し上げます。

当連結会計年度におけるわが国経済は、震災後の復興関連需要
により生産活動が活発化するなど緩やかながらも持ち直しの動きが
見られましたが、しかし一方では、恒常的となった円高、株価の低
迷、欧州の財政危機による世界景気の減速やタイの水害による生産
活動への影響などにより、日本経済を取り巻く外部環境は依然とし
て不透明な状況で推移いたしました。

このような経済状況のもと、当社グループは、「ボルト締結分野」
での競争優位性を支える開発力・技術力・品質力の強化、「締結」
に関する課題解決を通じて「信頼」「安心」「快適」を提供できる技
術サポート体制の強化をすすめ、各取引先への積極的な提案営業活
動を展開し、内外市場の販路開拓に努め、TONEブランドの価値を
実感していただける製品・サービスを提供してまいりました。

その結果、当連結会計年度における売上高は38億7千2百万円
（前連結会計年度比11.2％増）となりました。

損益面につきましては、売上高の増加を主因に改善することがで
き、高採算品目の拡販やあらゆる諸経費削減等に鋭意努力した結
果、営業利益は3億8千4百万円（前連結会計年度比45.9％増）、
経常利益は4億1百万円（前連結会計年度比40.1％増）となりまし
た。

しかしながら、当期純利益は特別損失として、投資有価証券評価
損1億4百万円を計上したことにより、2億6千4百万円（前連結会計
年度比47.0％増）となりました。

部門別に見ますと、次のとおりであります。
作業工具類におきましては、改善の広がりを見せる設備投資等を

背景に、「プロ用工具」としてご愛顧いただける新製品群の投入に
加え、「締付力管理分野」での高付加価値製品群の販売・拡充を懸
命に推し進めた結果、24億1千6百万円（前連結会計年度比12.2％
増）となりました。

機器類におきましては、建設関連における回復の動きは依然とし
て弱いながらも、海外市場では引き続き好調な東南アジア向け輸出
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通期 第2四半期累計

売上高 当期純利益 1株当たり当期純利益

科　目
当　期

［平成23年6月  1日から］平成24年5月31日まで

前　期
［平成22年6月  1日から］平成23年5月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 306,163 272,183

投資活動によるキャッシュ・フロー △355,562 △326,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,066 85,089

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △71,465 31,272

現金及び現金同等物の期首残高 261,646 230,373

現金及び現金同等物の当期末残高 190,181 261,646

科　目 当　期　末
（平成24年5月31日現在）

前　期　末
（平成23年5月31日現在）

資産の部

流動資産 2,631,028 2,562,086

固定資産 2,454,320 2,117,161

　有形固定資産 1,476,919 1,007,811

　無形固定資産 112,687 60,741

　投資その他の資産 864,713 1,048,608

資産の部合計 5,085,349 4,679,247

負債の部

流動負債 2,028,870 2,111,896

固定負債 1,204,467 938,698

負債の部合計 3,233,337 3,050,595

純資産の部

株主資本 1,883,505 1,701,548

　資本金 605,000 605,000

　資本剰余金 163,380 163,380

　利益剰余金 1,518,365 1,335,687

　自己株式 △403,240 △402,519

その他の包括利益累計額 △31,494 △72,896

　その他有価証券評価差額金 △31,494 △72,896

純資産の部合計 1,852,011 1,628,652

負債及び純資産の部合計 5,085,349 4,679,247

科　目
当　期

［平成23年6月  1日から］平成24年5月31日まで

前　期
［平成22年6月  1日から］平成23年5月31日まで

売上高 3,872,252 3,481,654

　売上原価 2,441,483 2,197,601

売上総利益 1,430,769 1,284,052

　販売費及び一般管理費 1,045,865 1,020,301

営業利益 384,903 263,750

　営業外収益 34,583 40,137

　営業外費用 18,101 17,482

経常利益 401,385 286,405

　特別損失 122,008 103,498

税金等調整前当期純利益 279,377 182,907

法人税、住民税及び事業税 15,223 3,153

少数株主損益調整前当期純利益 264,153 179,753

当期純利益 264,153 179,753

連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

連結財務諸表

取 締 役 社 長 佐　藤　憲　史

常 務 取 締 役 松　村　昌　造

取 締 役 矢　野   大司郎

常 勤 監 査 役 池　田　澄　朗

社 外 監 査 役 山　上　和　則

社 外 監 査 役 滝　川　雄　吉

商 号 前田金属工業株式会社
Maeda Metal Industries,Ltd.

創 業 大正14年１月

創 立 昭和13年８月６日

組 織 変 更 昭和24年７月27日

資 本 金 605,000,000円

従 業 員 数 連結　133名（平成24年5月31日現在）

役　員（平成24年5月31日現在）

事　業　所（平成24年8月1日現在）

本 社 〒 537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号
TEL（06）6976-5561

河内長野工場 〒 586-0026　河内長野市寿町6番25号
TEL（0721）56-8721

富田林工場 〒 584-0023　富田林市若松町東三丁目3番6号
TEL（0721）25-9605

国 内 営 業 部

札幌営業所 〒 007-0840　札幌市東区北40条東十九丁目2番12号
TEL（011）782-4544

仙台営業所 〒 984-0037　仙台市若林区蒲町字原田南32番1号
TEL（022）282-2161

新潟営業所 〒 955-0056　三条市嘉坪川一丁目2番29号
TEL（0256）36-6875

東京営業所 〒 150-0013　東京都渋谷区恵比寿二丁目27番24号
TEL（03）3446-3911

名古屋営業所 〒 464-0850　名古屋市千種区今池二丁目2番36号
TEL（052）741-0043

大阪営業所 〒 537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号
TEL（06）6973-9737

広島営業所 〒 731-0111　広島市安佐南区東野一丁目18番21号
TEL（082）832-3171

福岡営業所 〒 812-0893　福岡市博多区那珂三丁目27番17号
TEL（092）411-7125

海 外 部 〒 537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号
TEL（06）6976-5567

会社の概要

ホームページのご紹介

当社ホームページでは､ 新製品･展示会などの情報を掲載しています｡
是非ご覧いただき､ 皆様のご意見･ご要望をお聞かせください｡
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にも支えられ、14億5千5百万円
（前連結会計年度比9.7％増）とな
りました。

今後の見通しにつきましては、
わが国経済は、震災後の復興関連
需要により景気回復が期待されま
すが、一方で円高の恒常化、長期
化する国内株価の低迷や欧州債務
危機などの懸念要素も多く、先行
き不透明な状況が続くものと思わ
れます。

当社グループといたしましては、
広く顧客要望を先取りした新製品
開発をすすめ、市場投入を図って
まいりますとともに、競争優位性

の高い高付加価値製品群の拡販に加え徹底した製造コスト削減を図
り、利益拡大に努めてまいります。

また一方では、中長期的な経営戦略として、「生産力の強化」、「販
売力の強化」、「開発力の強化」、「品質力の強化」、「人財の育成」、「財
務体質の強化」や「情報システムの強化」を重視事項として掲げ、
全社一丸（ALL TONE）となって取り組み、さらなる経営体質の改
善・強化に取り組み、経営安定を図ってまいるとともに、コンプラ
イアンス意識の向上、法令・社内規則の遵守ならびに適切な経営判
断を行える体制を構築し、リスク管理を行い安定的な発展に努めて
まいる所存でございます。

現時点における通期の業績見通しといたしましては、連結売上高
42億円、経常利益4億円とし、当期純利益につきましては、2億6
千万円を見込んでおります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。

平成24年8月

株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社グループはこのたび第77期（平成23年6月1日から平

成24年5月31日まで）決算を終了いたしましたので、ここに事業の
概要をご報告申し上げます。

当連結会計年度におけるわが国経済は、震災後の復興関連需要
により生産活動が活発化するなど緩やかながらも持ち直しの動きが
見られましたが、しかし一方では、恒常的となった円高、株価の低
迷、欧州の財政危機による世界景気の減速やタイの水害による生産
活動への影響などにより、日本経済を取り巻く外部環境は依然とし
て不透明な状況で推移いたしました。

このような経済状況のもと、当社グループは、「ボルト締結分野」
での競争優位性を支える開発力・技術力・品質力の強化、「締結」
に関する課題解決を通じて「信頼」「安心」「快適」を提供できる技
術サポート体制の強化をすすめ、各取引先への積極的な提案営業活
動を展開し、内外市場の販路開拓に努め、TONEブランドの価値を
実感していただける製品・サービスを提供してまいりました。

その結果、当連結会計年度における売上高は38億7千2百万円
（前連結会計年度比11.2％増）となりました。

損益面につきましては、売上高の増加を主因に改善することがで
き、高採算品目の拡販やあらゆる諸経費削減等に鋭意努力した結
果、営業利益は3億8千4百万円（前連結会計年度比45.9％増）、
経常利益は4億1百万円（前連結会計年度比40.1％増）となりまし
た。

しかしながら、当期純利益は特別損失として、投資有価証券評価
損1億4百万円を計上したことにより、2億6千4百万円（前連結会計
年度比47.0％増）となりました。

部門別に見ますと、次のとおりであります。
作業工具類におきましては、改善の広がりを見せる設備投資等を

背景に、「プロ用工具」としてご愛顧いただける新製品群の投入に
加え、「締付力管理分野」での高付加価値製品群の販売・拡充を懸
命に推し進めた結果、24億1千6百万円（前連結会計年度比12.2％
増）となりました。

機器類におきましては、建設関連における回復の動きは依然とし
て弱いながらも、海外市場では引き続き好調な東南アジア向け輸出
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通期 第2四半期累計

売上高 当期純利益 1株当たり当期純利益

科　目
当　期

［平成23年6月  1日から］平成24年5月31日まで

前　期
［平成22年6月  1日から］平成23年5月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 306,163 272,183

投資活動によるキャッシュ・フロー △355,562 △326,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,066 85,089

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △71,465 31,272

現金及び現金同等物の期首残高 261,646 230,373

現金及び現金同等物の当期末残高 190,181 261,646

科　目 当　期　末
（平成24年5月31日現在）

前　期　末
（平成23年5月31日現在）

資産の部

流動資産 2,631,028 2,562,086

固定資産 2,454,320 2,117,161

　有形固定資産 1,476,919 1,007,811

　無形固定資産 112,687 60,741

　投資その他の資産 864,713 1,048,608

資産の部合計 5,085,349 4,679,247

負債の部

流動負債 2,028,870 2,111,896

固定負債 1,204,467 938,698

負債の部合計 3,233,337 3,050,595

純資産の部

株主資本 1,883,505 1,701,548

　資本金 605,000 605,000

　資本剰余金 163,380 163,380

　利益剰余金 1,518,365 1,335,687

　自己株式 △403,240 △402,519

その他の包括利益累計額 △31,494 △72,896

　その他有価証券評価差額金 △31,494 △72,896

純資産の部合計 1,852,011 1,628,652

負債及び純資産の部合計 5,085,349 4,679,247

科　目
当　期

［平成23年6月  1日から］平成24年5月31日まで

前　期
［平成22年6月  1日から］平成23年5月31日まで

売上高 3,872,252 3,481,654

　売上原価 2,441,483 2,197,601

売上総利益 1,430,769 1,284,052

　販売費及び一般管理費 1,045,865 1,020,301

営業利益 384,903 263,750

　営業外収益 34,583 40,137

　営業外費用 18,101 17,482

経常利益 401,385 286,405

　特別損失 122,008 103,498

税金等調整前当期純利益 279,377 182,907

法人税、住民税及び事業税 15,223 3,153

少数株主損益調整前当期純利益 264,153 179,753

当期純利益 264,153 179,753

連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

連結財務諸表

取 締 役 社 長 佐　藤　憲　史

常 務 取 締 役 松　村　昌　造

取 締 役 矢　野   大司郎

常 勤 監 査 役 池　田　澄　朗

社 外 監 査 役 山　上　和　則

社 外 監 査 役 滝　川　雄　吉

商 号 前田金属工業株式会社
Maeda Metal Industries,Ltd.

創 業 大正14年１月

創 立 昭和13年８月６日

組 織 変 更 昭和24年７月27日

資 本 金 605,000,000円

従 業 員 数 連結　133名（平成24年5月31日現在）

役　員（平成24年5月31日現在）

事　業　所（平成24年8月1日現在）

本 社 〒 537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号
TEL（06）6976-5561

河内長野工場 〒 586-0026　河内長野市寿町6番25号
TEL（0721）56-8721

富田林工場 〒 584-0023　富田林市若松町東三丁目3番6号
TEL（0721）25-9605

国 内 営 業 部

札幌営業所 〒 007-0840　札幌市東区北40条東十九丁目2番12号
TEL（011）782-4544

仙台営業所 〒 984-0037　仙台市若林区蒲町字原田南32番1号
TEL（022）282-2161

新潟営業所 〒 955-0056　三条市嘉坪川一丁目2番29号
TEL（0256）36-6875

東京営業所 〒 150-0013　東京都渋谷区恵比寿二丁目27番24号
TEL（03）3446-3911

名古屋営業所 〒 464-0850　名古屋市千種区今池二丁目2番36号
TEL（052）741-0043

大阪営業所 〒 537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号
TEL（06）6973-9737

広島営業所 〒 731-0111　広島市安佐南区東野一丁目18番21号
TEL（082）832-3171

福岡営業所 〒 812-0893　福岡市博多区那珂三丁目27番17号
TEL（092）411-7125

海 外 部 〒 537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号
TEL（06）6976-5567

会社の概要

ホームページのご紹介

当社ホームページでは､ 新製品･展示会などの情報を掲載しています｡
是非ご覧いただき､ 皆様のご意見･ご要望をお聞かせください｡

http://www.tonetool.co.jp/
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　当社は創立以来、プロ用作業工具メーカーとして全てのボル
ト締結に最適な手段の提供を目指し、様々な製品を提供して
まいりました。中でもソケットレンチは当社の主力製品として
国内のみならず、世界中でもご使用いただいており、これまで
多くの信頼と実績を積み重ねております。
　また、創業以来積み重ねてきた締結に関する技術は、世界ト
ップシェアを誇るシヤーレンチを筆頭に、様々な締付力管理機
器やボルト締結機器に活かされております。
　このようにプロ用作業工具から締付力管理機器、ボルト締結
機器へとフィールドを広げ、三つの分野を融合、発展させるこ
とにより、「ボルト締結に関する製品とサービスを提供する企業

（ボルティング・ソリューション・カンパニー：BSC）」の実現を
目指してまいります。
　ボルティング・ソリューションで未来の礎を築く、TONEの
進化にご期待ください。

　この度、新たに大阪府河内長野市に、組立、セット組み、検
査、品質保証、生産管理、技術、工具開発・設計、機器開発・
設計、製品企画、営業企画、修理、物流の各機能を集約した完
成品工場が完成し、平成24年6月より本格稼動いたしました。
　この工場により、品質向上、納期短縮と効率化によるコスト
削減を達成するとともに、スピード感、一体感のある製品開発
体制を構築し、お客様に満足していただける体制を整えてまい
ります。

TONEのボルティング・ソリューション～あらゆるボルト締結課題にお応えします～

完成品組立の新工場（河内長野工場）が完成
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■トルクレンチ

■電動パワーデジトルク

■シヤーレンチ

海 外 へ の 展 開

ア ジ ア … 中国・韓国・台湾
タイ・シンガポール・インドネシア

北 米・ 南 米 … アメリカ・カナダ・チリ・ペルー
欧 州 … イギリス・フランス
そ の 他 … インド・中近東

TONEの製品は世界中のプロフェッショナルに
ご愛用いただいております。今後も「ボルティ
ング・ソリューション」の精神に基づき、先進の
ものづくりで多様な顧客要望を採り入れた製品
の提供に努め、プロの使い手だからこそわかる
世界基準、TONEブランドのクオリティを基に、
発展著しいアジアをはじめ、北米・南米、欧州
への積極的な海外展開を図ってまいります。
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期     末     配     当     ５月31日
中     間     配     当   11月30日

単 元 株 式 数 1,000株

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社 

同 事 務 取 扱 場 所 〒 541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
ＴＥＬ 0120-094-777（通話料無料）

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

各 種 お 問 合 せ 先
郵 便 物 送 付 先

三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒 541-8583大阪市中央区北浜二丁目４番６号
ＴＥＬ 0120-255-100（通話料無料）
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公 告 方 法 電子公告
http://www.tonetool.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたし
ます。

上 場 証 券 取 引 所 大阪証券取引所　市場第二部

証 券 コ ー ド 5967

(ご注意)
１.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口

座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人 
(三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意くだ
さい。

２.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行株式会社が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱UFJ信託銀行株式会社）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行株式会社全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社本支店でお支払
いいたします。

トピックス 株主メモ

〒537-0001　大阪市東成区深江北三丁目14番3号

この報告書に関するお問合せは下記までお願いします。
管理部 TEL.06-6973-9744   
http://www.tonetool.co.jp/
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株主の皆様へ

■ソケットレンチ

「世界はクルマで変え
られる。」をテーマのもと、

「第42回東京モーターシ
ョー2011」が2011年
12月2日～12月11日の
10日間、東京ビッグサ
イトで開催されました。

当社のブースでは、ガ
レージをイメージにした演出でブース内に新製品などを実際に
触って体験していただけるコーナーを設け、大勢のお客様から
予想以上の反響がありました。

橋梁工事での狭隘部にあるトルシアボ
ルトの予備締めに最適なコーナー型シン
プルトルコンをリリース。

標準機では使えない狭い箇所の締付に
対応。また、設定値に達するとレンチは
自動停止するので、作業者に依存するこ
となく、安定かつクオリティの高い締付
が可能となりました。

■ 「第42回東京モーターショー2011」に出展

■ 首振クイックラチェットめがねレンチ
■ 両首振ラチェットめがねレンチ

■ コーナー型シンプルトルコン

Exhibition

New Product

首振ラチェットめがねレン
チRMFシリーズとRMQシリー
ズの融合により生まれた新製
品をリリース。一目でTONE
だとわかる滑らかな曲線デザ
インと美しい梨地仕上げを採
用、プロ基準のスタイルに上
質なデザインを融合し、プロ
使用からガレージライフまで、
オールラウンドでの使用に対
応しており、高い評価をいた
だいております。
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